
かとなった｡

以上の結果はヒト子宮と全く相似の猿子宮から得られ

たので,これをヒトにあてはめうると考えられ,ヒト陣

痛の解析,改雑な陣痛汲形の解釈に役立ち,陣痛異常の

診断に文献するものと思われる.

卵圭削再出ニホンザルメスのオスとの性関係に

及ぼすエス トロゲン投与の影響について

都守 淳夫 (日本モンキーセンター)

目 的

ニホソザルの性行動に季節変動と月経周期に伴う変動

が認められることは周知である｡この行動現象がメスの

内分路活動水準と一応の対応関係をもつことが現在明ら

かになりつつある｡ したがって年間及び各月経周期を

通じメスの卵胞活動の1つの柑標であるestrogen及び

"libido"の拍標ともいわれる副腎性男性ホルモソの活動

状態と,オスの性行動･性関係との関連性を宍放的に明

らかにする必要があalo

研究方法

上記目的の一切として卵災摘出メスに対するestrogen

投与はその班行動にどういう杉野を与えるか,またそれ

は交FBm･非交F引即こどう変るか,そしてこれらの行動

現象は尿中 estrogen伯とどう対応するかな調べたo祝

2割土6対とも対肘条件{･18日,投与条件で36日隔日に1

相川行なわれ,cstrogen投与は対附祝祭終了枚200iLg/

da'y;Jli江目礼 テストは交尾肌 非交尾期の2剛こ行な

われた｡ただし非交FiupJのテストは放映体の叫故とテス

ト[1!J'･糊の辿れにより十分な資料が得られなかった｡期間
中メスの金蛇が採JJl･計Li:されサソプルは一時祉紡後もtLJ

定された｡

結 粂

1. 尿中cslrogen佃の変化 :投与前は 0.1-0･4pg/day

であったが投与2口紋より争上昇し3日目に7･2/▲g/day

～8･4/l〟dayとピークを示しその後急速に下降し10日日

には投与もなの水聯こもどった｡

2. 卵巣摘出メスとの閲にみられた交尾行動.iタソ :全

セッツ言ソ162時間に80回の mountingseries,1,109回
の mounting,39回の ejaculationがみられたが,これ

らの生起頻度は正rtdfq対のそれと変らず,またオス･メス

とも直接に交尾をiig:く行動ないし交尾行動そのものには

大益が認められなかった｡ しかし1回の ejaculationに

至るmountingの回数は正常対に校べ著るしく㍍い｡

3. 尿中 estrogen値と交尾行動の頻度との関係;交

Fi行動の出現は尿中 estrogentiL クに対応して増加L

cjaculation を伴い湖次減少するが,その度合は個体,

対により大きくダは る.まTC投与前の対解期に103回の

1110unting が観察されたが,これは個体によっては卵巣

摘出が交尾行動の出現を完全には抑制しないことを示す

事例である｡

走査電子顕微鏡によるマカカ属精子の比較研

究1)

俣野 曹計 (秋田大 ･医)

予定していたマカクがほとんど使用できず,サソブリ

ソグな行なったのはわずかにべニガオザル1例,ニホソ

ザル2例であった｡このため計画を変配し.-7カタ相子

とマカク以外の主な盟長輔のグルーブの約手を比較する

こととした｡

材料 (例数)

原猿抗･･･- -･･-････-･･-････オオギャラゴ(1)

広舟析---･･-･･コモソ1)スザル(1)

罪猿机

｢ナガザル上科(

(tpZ,TEiaseL)･･･-カク2'

オナガザル誼科･･･

(cerco,号iLhAeCie;:)(1)

ヒト上科- ･-- ･-･ヒト(ll)

方 法

精氾上体より採取した精子液,ヒトの場合は,マスク
-べ-ツ{/によって採取した精液にオスミック酸･ダ

ルクルアルデハイドの2誼固定を行ない,アセトソ脱水
の紋,9×9mmのガラススライド上で叱放した.火打ti
軌王秋凹大学医学部のJSM-U3を用い,加辿Tt;圧lOKV
～25KVで祝祭および以形を行なった｡

結 果

其班別では偶蹄析などとグもって純子に珊Aiiの分化はな

く,マカク塾の形態を保っている.すなわちマカクによ

り近縁な.(クスザルでは精子は-1カタと的んど同じ形以1.

を示し,広界天和こ航する1)スザルの純子ですら韮木肌に
はマカク精子と同じ形位を示している.ヒト精子はiTI'i部

がかなり部厚くなっている点,ミトコソドt)ア棚が短い

などの点を除けは基本的にはマカク精子と同じ形態を保

っている｡

しかしながら原猿に属するオオギャラゴでは純子戚ln;

に背腹の分化が見られ,先端塵起が原始的な磁軸Wlであ
るタイワソリスやシマリスに見られるようなスブーソ状

の分化を示している｡

1)松林掃明 (ET3iZF<研)との共同研究oなお成果の-I;1''
を下記に発衷した.俣野書計 ･松林irfiyl･大道 形
(1974):fJIJ:千 (超微細袈両像)｡蹟料と村人料41:
67-75｡俣野舌計(1974):ヒトfJli子Bl1部の1t;子Wl放
鈍的研究 (日本解剖学会約79匝l総会;ltl'j糊少な)｡解
剖学雑誌49;70.

2)昭和46年度共同利用研究:ニホソザル (2),クイワ
ソザル(3),カニクイザル(1),アカゲザル(1)｡ 旧
和48皮年共同利用研究 :ニホソザル(2),べニガオ
ザル(1)0
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